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　　1　小論の課題
　山口大学経済学部が所蔵するr自明治三十六年一月至明治四十二年五月
文部省達通牒等綴　山口高等学校』という文書綴のなかに，「明治三十六年
各高等学校予科入学試験出願老中入学者及不入学者ノ出身中学　三十六年十
一月二日丁第五二八号ノ別表」などの1903（明治36）年度の高等学校の入学
試験に関する文書が綴り込まれている。ここでいう高等学校とは戦後の学制
改革によって新制度の大学の学部等の母体となって消滅した旧制高等学校
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で，この文書は当時八つあった高等学校ごとの入学志願老・入学者数の出身
中学校別を記載したものである。当時の高等学校への各中学校の入学状況を
示すもので，当時の実状をみることができる貴重な資料である。
　ところで，当時存在した八つの高等学校とは，第一から第七までのナン
バーのついた七つの高等学校とナンバーのつかない山口高等学校である。こ
の山口高等学校とは，戦後新制度の大学の一つとして誕生した山口大学の設
立時に文理学部（現在の人文学部・理学部）の母体となった山口高等学校で
ばない。1886（明治19）年の「中学校令」にもとづき，1886，87年に第一か
ら第五までの高等中学校および，鹿児島高等中学造士館とともに設置され
た，1」」口高等中学校が，1894（明治27）年の「高等学校令」により，第一か
ら第五の高等中学校とともに高等学校となった山口高等学校である。かの河
上肇は1898（明治31）年7月同校大学予科第8回卒業生である。この山口高
等学校は1905（明治38）’年に山口高等商業学校に転換、し廃止となった。この
山口高等商業学校は，1944（昭和19）年に山口経済専門学校と改称し，さら
に戦後教育改革により山口大学経済学部となった。山口大学の設立時に存在
していた山口高等学校は，1919（大正8）年に新潟，松本，松山とともに設
置されたのである。
　小論は，1903（明治36）年の各高等学校の入学試験状況をみるが，それに
よって特異な存在であった山口高等学校の進退窮まれる状況をみること，そ
してそのことをわが国の近代高等教育制度史に位置づけることを課題とす
る。なお本小論は筆者の一研究課題である日本近代高等教育制度史研究の一
環に位置するものである。
2　1903（明治36）年高等学校予科入学試験状況
q）高等学校への入学状況
1903（明治36）年度の「文部省年報」は，高等学校の項で，入学試験に関
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してつぎのように記している。
本年度入学志願者ノ数量大学予科四千二百十四人，工学部入十四人，計四千二百九十八
人ニシテ入学三七大学予科千六百十二人，工学部五十八人，計千六百七十人ナリ　其ノ
入学志願者百人二対スル入学者ノ比例ハ三十八人八分六厘二当レリ　之ヲ前年度二比ス
レハ入学志願者二二百七十六人ヲ減シ入学ニニ十四人，入学志願者百人二対スル入学者
ノ比例二二人入分七厘ヲ増セリ　又前記大学予科二係ル入学試験受験者蚊及第者ヲ従前
ノ教育二依リ区分スレハ左ノ如シ
細論慧鷺灘難隷素封馨計
受験者　二七三五　一二六四　　五六　　　　二　　　　七　　四〇六四
及第者　一一五一　　四三三　　四二　　　　〇　　　　三　一六二九
比例　　　　四二　　　三四　　七五　　　　〇　　　四三　　　四〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ）
　以上のように1903（明治36）年度の入学に関する概括を記載している。こ
のことの各高等学校ごとについては「無二各高等学校ノ教員，生徒，卒業
者，入学志願老，入学者ノ細別及累年比較ヲ示セハ左表ノ如シ」として各高
等学校別を入学志願者の欄は工学部のみ個別に記載するが（もっとも工学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　があるのは第五高等学校のみ），大学予科は一括して4，214人心している。
　そのときの入学者選抜であるが，文部省は1901（明治34）年5月6日当年
度志願者の取り扱いについて訓令を発している。それは「本年大学予科二入
学ヲ志願スル者二関シ入学ノ取扱方」として，「一　中学校ノ卒業者ハ無試
験ニテ入学セシメサルコト．一　中学校若ハ明治三十二年文部省令第三十四
号第二条第三号二依リ認定セラレタル学校ヲ卒業セサル者ハ尋常中学校各学
科目及其程度二依リ予備試験ヲ受ケ二二合格スルヲ要ス．三前項該当者ノ
数ヲ合シ予定ノ募集人抽斗超過セサルトキハ無試験入学ヲ許シ然うサルトキ
ハ国語及漢文，外国語，歴史，数学，物理及化学二就キ尋常中学校卒業ノ程
度二依リ選抜試験ヲ行フ」というもので，従前の無試験入学は許されざるも
のとなった。そして受験生徒の便宜のために各校互いに連絡して，入学試験
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を委託受験すべきこととなった。さらに翌1902（明治35）年文部省は「高等
学校大学予科入学試験規定」を定めた。それにより，志願者に入学を希望す
る高等学校ならびに修業しようという部を指定し，かつ順位を指定せしめ，
文部省においてそれらを按排して各人の試験成績および志願順位にしたがっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのてそれぞれの高等学校の入学者を決定するというものとなった。この1903
（明治36）年度の入学志願者の一括記載はこのような1902（明治35）年から
始まった方式を示しているのである。
　（2）入学志願者・入学者の状況
　小論附表は小論での検討資料「明治三十六年各高等学校予科入学試験出願
者中入学者及不入学者ノ出身中学　三十六年十一月二日丁第五二線号ノ捌
表」を掲載したものである。縦書きのものを横書きに替えるなどの掲載上の
工夫はしてあるが，府県・中学校の配列などは原文書通りである。この一覧
表は，それを加工することによっていくつかの特徴をみることができる。
　第1表は小論附表にもとつく概括表である。志願者数4，057人，合格者数
1，626人，不合格者数2，431人というのが総結果である。競争率2，49倍という
ことになる。この競争率を高い順にみると，第一3．59倍，第三3．14倍，第二
2，59倍，第四2．05倍，第五2．03倍，第六1，95倍，山口1．88倍，第七1．83倍と
なる。
　合格者の中学校の設置者別では官立42人，公立1，191人，私立393人であ
る。比率ではそれぞれ2．6％，73．2％，24．2％である。公立は郡立1人のほか
はすべて道府県立である。
　第2表は小論附表にもとつく府県別集計である。府県別に合格者数をみる
と，東京474人，岡山53人，新潟52人，福岡49人，京都47人，広島46人，愛知
45人，福島40人，兵庫・山形・佐賀各39人が上位10府県である。以下30人台
5府県，20人台9県，10人台12県で，その他10県は10人未満である。最：も少
ないのは沖縄で3人，ついで神奈川が4人，三重5人，茨城・宮崎各7人，
一！24一
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第1表　入学試験各高等学校別受験者・合格者等
倍　　率
受験者 合格者 不合格者 入学率
1，175 327 848 3．59
第一高等学校 晶69。453£21。1．5孟489348063，670，923．2
490 189 301 2．59
第二高等学校
4　　341　　1452　　134　　532　　207　　9250，039，336．6
585 186 399 3．14
第三高等学校 3　　491　　913　　162　　21 0　　329　　70100，033，023．1
367 179 188 2．05
第四高等学校 1　　284　　821　　132　　46 0　　152　　36100，046，556．1
467 230 237 2．03
第五高等学校 4　　393　　70 4　　187　　390 206　　31100，047，655．7
305 156 149 1．95
第六高等学校
3　　213　　893　　110　　43 0　　103　　46100，051，660．0
331 180 151 1．83第七高等学校
｢　　士　　館 3　　254　　743　　133　　44 0　　121　　3000，052，359．5
337 179 158 1．88
山口高等学校
5．　239　　93 5　　132　　42．O 　lO7　　51100，055，245．2
4，057 1，626 2，431 2．49
合　　　　　計
晶2，9。21，。97品1，191393孟1，7117。4075，041，035．8
第一高奪学校 7 3 4 42．9
総　　　　　計 4，064 1，629 2，435 2．49
　註1）各高等学校欄二段めは内わけで左より東京高等師範学校附属中学校（その上の数
　　字は学習院中等科），公立中学校，私立中学校を示す．
　　2）合計の下の第一高等学校欄は検定試験合格者にして第一高等学校の受験・合格・
　　不合格．
秋田・山梨各8人，青森・千葉・山梨・鳥取各9人である。沖縄，東：北地方
に少ないことが指摘できるが，ここではことに千葉・茨城，そしてことのほ
か神奈川が少ないというように東京周辺が少ないことが注目されよう。
　この合格者数における東京のウェイトは実に29．2％で，2位の岡山の
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新　潟 27　　　9 19　　　7 5　　　1 32　　　19 5　　　3 4　　　3 9　　　6 5　　　4 106　　　　52
富　山 3　　　　2 1　　　0 3　　　1 35　　　14 1　　　1 43　　　　18
石　川 3　　　　2 2　　　1 61　　22 1　　　1 1　　　1 1　　　0 69　　　　27
福　井 5　　　　1 1　　　0 6　　　1 29　　　9 1　　　0 2　　　1 3　　　1 3　　　1 50　　　　14
山　梨 7　　　　2 6　　　3 1　　　1 1　　　0 2　　　0 1　　　1 2　　　2 38　　　　18
長　野 19　　　11 10　　　10 4　　　0 9　　　8 4　　　2 2　　　1 3　　　31　　　1 52　　　　36
岐　阜 10　　　2 l　　　I 19　　　8 10　　　6 5　　　4 3　　　2 5　　　46 　　3 59　　　　30
静　岡 24　　　　5 7　　　3 6　　　1 5　　　4 4　　　28　　　6 4　　　2 4　　　5 68　　　　28
愛　知 24（1）　9 4　　　1 22　　　8 10　　　7 6　　　4 5　　　4 6　　　6 6　　　6 83（1）　45
三　重 3　　　　0 12　　　2 4　　　0 2　　　0 2　　　2 1　　　1 24　　　　5
滋　賀 5　　　0 26　　　13 2　　　1 3　　　2 2　　　2 38　　　　18
京　都 6　　　3 1　　　0 82　　　25 10　　　3 8　　　4 5　　　2 4　　　4 10　　　6 126　　　　47
大　阪 17　　　6 1　　　0 52（1）11 7　　　2 5　　　2 ユ2　　　4 U　　　3 ユ1（ユ）7 116（2）　32
兵　庫 4（1）　2 35（2）15（1）2　　　2 4（1）3（1）6（2）　3 9（2）7（1） 9（2）9（2）67（9）　39（5）
奈　良 4　　　0 25　　　10 3　　　0 2　　　2 2　　　2 2　　　21　　　1 83（1）　45
和歌山 2　　　0 20　　　6 2　　　1 2　　　010　　　4 4　　　1 4　　　3 44　　　　15
鳥　取 5　　　　2 7　　　1 2　　　2 2　　　2 1　　　1 1　　　1 18　　　　　9
????????????????????
?????
?
根 10 1 1 1 13（
??
5 3（
??
1 6 4 4 1 2 1 9（ ?? 4 47（3） 18
? ?
21（
??
10（
??
4（
??
2（
??
3（
??
2（
??
1（D 0 50（14） 32（4） 5（ ?? 4 6（ ?? 3 91（29） 53（??
広
?
19（
??
9（
??
19（
??
9（
?? 2 2 10（
??
6 17（2）10（2） 5 5 12（
??
5（
??
84（12） 46（
??
山 口 5 0 5 1 1 0 3 2 5 2 52 23 66 28
徳
? 6 0 1 0 25 2 1 1 6 2 5 4 8 6 52 15
香
? 9 3 17 9 5 1 8 3 25 9 4 2 5 2 了3 29
愛 媛 21 8 2 0 15 5 15 7 8 3 2 0 5 2 68 25
?? 知 9 3 1 1 9 2 1 0 7 3 2 0 4 2 2 1 35 12
福
? 13 5 1 0 45 21 1 0 8 2 7 2 67 27
佐
? 8 2 2 1 44 25 7 5 8 1 13 5 82 39
長
?
3 1 1 1 4 1 2 2 23 8 8 3 4 2 45 18
熊
? 12 0 1 0 92 32 2 0 9 3 3 2 124 38
大
? 4 1 2 1 45 21 1 0 8 2 7 2 67 27
宮 崎 1 0 1 0 2 1 6 3 1 0 12 3 1 0 25 7
鹿児島 7 2 1 1 3 2 56 20 67 25
沖 縄 2 0 1 0 2 1 7 2 12 3
註　　〈〉，〔〕，（）はうち学習院中等科，東京高等師範学校附属中学校，私立中学数を示す．
??
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3．3％，3位の新潟の3．2％など2位以下と隔絶した大きさである。
　この三人に一人が東京という，この東京についてその内わけをみる。合格
者を出している中学校は23校で，内わけは官立1校，府立2校，私学20校で
ある。官立は東京高等師範学校附属中学校，府立は府立第一中学校・第四中
学校である。高等師範附属は志願者56人・入学者42人，府立第一，第四はそ
れぞれ80人・48人，45人・17人である。これらと志願者2人で入学者なしの
学習院中学科をのぞいた，志願者1，017人・入学者367人が私立中学校であ
る。この私立中学校者が全国抜群の東京の77．4％を占めるのである。東京¢）
私立中学校だけで全国全高等学校入学者の22．6％を占めるのである。
　この東京以外では，私立は岡山の9人，広島の6人，兵庫の5人，宮城4
人，埼玉・栃木各1人のほかはすべて公立で，両立1人をのぞきほかはすべ
て府県立・道庁立である。岡山の私立は関西中学校一校であり，東京以外で
は私立としては最も多くの入学者を出したところである。この岡山，広島，
兵庫と山陽道筋の西日本に地方としては私立進学校がある。
　これら私立全体では1，087人の志願者があり，393人の入学者を出してい
る。合格率36．2％で，官立（東京高師附属中学校）の75％，公立の40．9％に
は及ばないが，志願老の26．8％を占める私立は高等学校生徒の供給源として
重要な役割を担っているのである。
　（3）高等学校別状況
　第3表は，第2表にもとづいてこの入学者についての各高等学校の状況を
示す。まず目につくのは，総てにおいて東京が第一位を占めていることであ
る。そして東京は，第一の44．9％，第二29．6％，第七29．4％，第六28．8％，
第四27．3％，山口26．8％。第五20．4％である。第三が15．6％で各校のなかで
は最も小さいが，それでも地元京都の13．4％よりは大きい。
　このように総てにおける東京の第一位についで地元が第二位となってい
る。そのウェイトは各高等学校によって異なる。地元占有率は，第六の岡山
一！29一
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第3表　入学試験入学者各高等学校上位府県
第一高等学校 第二高等学校 第三高等学校 第四高等学校 第五高等学校 第六高等学校 第七高等学校｢　　士　　館山口高等学校 合　　　　計??? ??? ??? ??? ??? ??? ??? ???
　人　　％
P，626　100．0
1 東　京14744．9
人　　％　　　　人　　％
@　　東　京5629．6　　人　　％戟@京29　15．6　　人　　％戟@京4927．3　　人　　％戟@京4720．4　　人　　％戟@京4528．8　　人　　％戟@京5329。4　　人　　％戟@京4826．8　　人　　％戟@京47429．2
2 長　野113．4宮　城3116．4 京　都2513．4石　川22　12．3熊　本32　13．9岡　山3220．5鹿児島2011．1山　口23　12．8岡　山53　33
3 福　島103．1山　形18　9．5兵　庫15　8．1新　潟1910．6佐　賀2510．9広　島10　6．4兵　庫　7　3．9福　岡10　5．6新　潟52　3．2
4 岡　山103ユ福　島16　8．5 滋　賀13　7．0富　山14　7．8福　岡2410．4香　川　9　5．8 福　岡　7　3．9兵　庫　9　5．0福　岡49　3．0
5 新　潟　92．8群　馬13　6，9 大　阪11　5．9福　井　9　5．0大　分21’9．1静　岡　6　3．8新　潟　6　3．3大　阪　7　3．9京　都47　2．9
6 愛　知　92．8長　野10　5．3 奈　良10　5．4長　野　8　4，5 長　崎　8　3．5 佐　賀　5　3．2広　島　5　2．8愛　知　6　3．4愛　知46　2．8
7 広　島　92，8青　森　7　3．7 広　島　9　4．8 愛　知　7　3．9 愛　媛　7　3．0 愛　知　4　2．6福 島 4　2．2 京　都　6　3．4広　島45　2．8
8 愛媛82．4新　潟　7　3．7香　川　g　4．8岐　阜　6　3．4 広　島　6　2．6大　阪　4　2．6岐　阜　4　2．2徳　島　6　3，4福　島40　2．5
9 埼　玉　6　1．8岩　手　6　3．2 岐　阜　8　4．3群　馬　5　2．8 岐　阜　4　1．7 和歌山　4　2．6京　都　4　2．2静　岡　5　2．8山　形39　2．4
10大　阪　61．8栃木5　2，6愛　知　8　4．3栃　木　廷　2．3愛　知　4　1．7 群　馬　3　1．9奈　良　4　2．2 広　島　5　2．8兵　庫39　2．4
11山　形　5L5北海道　3．1．5和歌山　6　3．2静　岡　4　2．3 京　都　4　1．7 新　潟　3　1．9 岡　山　4　2．2佐 賀　5　2．8佐　賀39　2．4
12千　葉　51．5静　岡　3　L5島　根　5　2．6山　形　3　1．7 島　根　4　1．7兵　庫　3　1．9 徳　島　4　2．2 新　潟　4　2．2宮　城38　23
13静　岡　51．5秋　田　2　1．1 愛　媛　5　2．5福　島　3　L7山　形　3　1．3愛　媛　3　1．9 宮　城　3　1．7島　根　4　2，2熊　本38　2．3
14福　岡．5　L5埼　玉　2　1．1 山　形　4　2．1埼　玉　3　1．7 福　島　3　1．3 秋　田　2　1．3山　形　3　1．7 福　島　3　1．7長　野36　2．2
15群　馬　41．2神奈川　2　n山　梨　3　1．6京　都　3　1，τ新　潟　3　1．3 山　形　2　1．3 長　野　3　1．7 群　馬　3　1．7大 阪32　2．0
16北海道　30．92 群　馬　2　1．1 兵　庫　3　1．3茨　城　2　工．3大　阪　3　1．7千　葉　3　1．7群　馬30　1．8
17栃　木　30．92 三　重　2　1．1 香　川　3　1．3 岐　阜　2　1，3長　崎　3　L7岐　阜　3　1．7岐　阜29　L8
18京　都　30．92（7県各1） 岡　山　2　1．1 （7県各2） 高　知　3　1．3 京　都　2　1．3熊　本　3　1．7 鳥　取　3　1．7香　川29　1．8
19香　川　30．92 徳　島　2　1．1 宮　崎　3　1．3徳　島　2　1．3 岡　山　3　1．7静　岡28　L7
20高　知　30．92． 愛　媛　2　1．1 （6県勢2） 大　分　2　1．3
（12三二2）
（7県評2） 出　口28　1．7
???
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が20．5％と最大であるほか，第二の宮城が16．4％，第五の熊本が13．9％，第
三の京都が13．4％，山口の山口が12．8％，第四の石川が12．3％，そして最：小
は第七の鹿児島の11．！％である。
　東京が総てにおいて首位を占め，総てにおいて地元が第二位を占めている
が，第三位以下の府県をみると各高等学校に特徴がある。第二は，宮城につ
ついて山形・福島とつづき，青森・岩手に上位である。東北諸県と東京・関
東である。第三は京都につづき兵庫・滋賀・大阪・奈良と近畿圏と東京であ
る。ただしここは東京のウェイトも相対的に小さく，近畿圏の諸府県も一桁
台であり，多府県分散型である。第四は石川につづき新潟・岱山・福井・長
野と北陸越と東京であり，第五は熊本につづき佐賀・福岡・大分・長崎など
九州諸県と東京である。第六は岡山につづき広島・香川と隣接中国・四国諸
県が続き，東京と中四国であるが，かなり分散的である。これらに対して第
七と山口はやや異なる。第七は地元鹿児島のウェイトが小さいのみでなく，
隣接諸県からは小さく，上位には同じ九州は福岡のみである。山口も同様
で，山口につづいて，海峡を隔てた福岡が第三位，広島が第十位にあるのみ
である。東京フ．ラス分散府県型である。
　第4表は「入学試験成績各部類比較表」にもとづき作成したもので，この
入学試験の成績を示すものである。
　総ての部・類において第一が最高点・最低点・平均点のいずれにおいても
他を大きく引き離している。第三がそれにつづき，第二，第四・第五・第六
がそれにつぐグループとなっている。そして山口と第七が四つめのグループ
となるが，ことに第七は最も低いe」この山口，第七には東京から多数の入学
者があるが，その圧倒的部分が私立であった。比較的入学しやすいところを
ねらい合格者を出すという東京の私立中学校の受験進学対策をみることがで
きる。
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第4表　入学試験入学老各高等学校成績
第一高等学校 第二高等学校 第三高等学校 第四高等学校 第五高等学校 第六高等学校 第七高等学校｢　　士　　館山口高等学校 合　　　計
人　員 80 50 40 51 80 34 37 40 412
最高点 653 552 590 554 625 457 458 536 653
???
最低点 載 291 371 288 291 310 286 292 286
平均点 511．0 373．7 442．2 392．7 378．9 379．0 353．5 366．6 408．3
人　員 40 30 36 31 40 35 35 32 279
最高点 588 470 558 452 519 561 521 401 588
?????｝????
???
最低点 429 295 310 287 299 291 280 283 280
平均点 487．5 362．5 395．7 351．3 346．0 358．5 306．4 3103 317．6
人　員 40
最：高点 534
???
最低点 278
平均点 331．1
入　員 70 41 40 36 40 36 38 40 341
最高点 623 541 588 614 613 578 561 592 623
???
最低点 522 405 463 414 413 412 424 401 401
平均点 555．6 4722 508．1 490．4 482．6 490ユ 462．6 467．8 496．9
???????
人　員 30 28 30 26 30 16 30 27 217
最高点 615 551 544 547 521 523 420 487 615
???
最低点 424 387 400 383 394 416 383 383 383
平均点 506．6 445．0 459．8 430．6 419．6 433．6 391．5 402．2 436．8
人　員 26 40 40 35 40 35 40 40 296
最高点 6D5 580 59ア 510 515 538 558 475 6D5英
最低点 510 420 431 409 411 4G9 407 409 407
平均点 506．6 48L3 478．1 463．6 451．3 460．4 424．8 433．8 462．1
???????
人　員 44
最高点 624独 最低点 452
平均点 493．5
??
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4　旧々山口高等学校の窮状
　（1）山口高等中学校の設立
　以上において1903（明治36）年度の高等学校入学志願者・入学者，入学者
試験成績状況をみた。小論は，このような実態を明らかにすることが一つの
内容であるが，しかし，それにとどまらずに近代日本における特異な存在で
あった旧々山口高等学校の進退窮まれる状況をみること，そしてその高等教
育制度史における意味を考察することにある。
　そこでごく簡単に，高等教育制度史について触れておきたい。1886（明治
19）年は近代教育制度史の上で画期的な年である。この年，「帝国大学令」，
「師範学校令」「中学校令」「小学校令」が公布された。「帝国大学令」により
東京に帝国大学が設置された。「中学校令」により高等中学校と尋常中学校
が設置された。小学校・尋常中学校・高等中学校，そして帝国大学という四
段階をもって構成される学校体系が形成され，ここに日本の近代学校制度の
　　　　　　　くの基本が樹立された。また「師範学校令」により高等師範学校と尋常師範学校
が設置された。前者は官立で東京に一校が設置され，尋常師範学校・中等学
校の教員を養成し，後者は府県立で各府県に設置され，小学校の教員の養成
機関となった。ここに二段階の学校教員養成制度もできた。
　この「中学令」により，第一高等中学校から第五高等中学校までのナン
バーを冠する五つの高等中学校と山口高等中学校，鹿児島高等中学造士館の
合計七つの高等中学校が設置された。「中学校令」は第一条「中学校ハ実業二
就カント欲シ又ハ高等ノ学校肩入ラント欲スルモノニ須要ナル教育ヲ為ス所
トス」と，その目的は就業と進学準備にあることを規定し，第二条「中学校
ヲ分チテ高等尋常ノニ等トス　高等中学校ハ文部大臣ノ管理二属ス」と，尋
常中学校，高等中学校に二段階に分けることを規定している。第三条から第
五条までは高等中学校についての条項である。第三条は「高等中学校ハ法科
医科工科文科理科農業商業等ノ分科ヲ設クルコトヲ得」と専門分科を設置し
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得ることを規定し，第四条は全国を五つの地域にわけて1校ずつ設置するこ
と，第五条は経費を国庫支弁，あるいは国庫とその地域の府県の地方税によ
　　　　　　　の　ることを規定する。尋常中学をも含めた中学校の目的が高等の学校に進学す
るためだけではなく，実業に就くことを目的としているのであり，条文から
はこれが第一義的でさえあるといえるが，高等中学校については第三条の実
務教育を施す目的を実現するために各種の分科を設置できることしているこ
とに注目すべきである。なぜなら高等学校は大学予科のみというイメージを
抱かせるが，その前身の高等中学校もまた高等学校も専門教育を目的として
いたからである。この専門教育は，まず，第一高等中学校から第五高等中学
校までには医学部が設置されて高等中学校は大学予科との二本立でスタート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのし，さらに，第三高等中学校には1889（明治22）年に法学部が設置された。
この五つのナンバーの付された高等中学校のほかに，二つの高等中学校が設
置された。山口高等中学校と鹿児島高等中学造士館である。この両校はその
経費を国費支弁ではなく私立団体が負担するというものであった。
　山口高等中学校は1886（明治19）年！1，月20日成立した。それは前身の山口
中学校を高等中学校の制に改め，文部省の管理とするものであった。1880
（明治13）年に整った山口県の5県立中学校体制は，1883（明治16）年に山
口中学校を本校とし，ほか4校を分校とする統合が行われた。1886年の中学
校令によって高等中学校が全国に5校設置されることになったが，尋常中学
校について，一府県一府県立中学校にその数が制限されることとなった。山
口県は中学校を大学に結びつけるという目的から，山口中学校を高等中学校
とし，従来の山口中学校の本校および分校の下層学級を継承して尋常中学校
三年以下の課程を授ける学校とし，高等中学校の予科と連結して，尋常中学
校の全課程を終了することとした。このような一連の体制づくりのなかで，
高等中学校が成立したのである。山口中学校の建物・用地・書籍・器械其他
学校附属の物品はすべて山口高等中学校に移管するが，これは，「私立防長
教育会ハ山口高等中学校維持ノ為メ該会資金ノ利子等ヨリ毎年金壱万九千円
一134一
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ヲ寄附シテ其経費二充ツル事」とあるように，国費支弁ではなく，防長教育
　　　　　　　　　　　　　　くアラ会の寄附金で経営されたのである。
　（2）山口高等中学校から山口高等学校へ
　1894（明治27）年山口高等中学校は山口高等学校となった。それは同年6
月公布の「高等学校令」による。この「高等学校令」は，r第一条　第一高等
中学校，第二高等中学校，第三高等中学校，第四高等中学校及第五高等中学
校ヲ高等学校ト改称ス．第二条　高等学校ハ専門学科ヲ教授スル所トス．但
帝国大学二入学スル者ノ為メ予科ヲ設クルコトヲ得．第三条　高等学校一宇
ノ附属トシテ低度ナル特別学科ヲ設クルコトヲ得．高等学校二於テ設クル所
　　　　　　　　　　　　　　　　くのノ学科及講座ノ数ハ文部大臣之ヲ定ム」と附則の第五条からなる。
　この改正により，単に改称のみでなく，その性格に大きな変更が加えられ
た。それは第三条にあるように専門学科の教授を主目的とし，併せて帝国大
学予科教育を行うというものであった。第一から第五の高等学校は従前から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのの医学部以外の専門学部の設置計画を発表したが，現実に専門学部化を遂げ
たのは第三高等学校である。
　第三高等学校は，この高等学校令の制定をうけて，大学予科を置かず，法
学部，工学部，それと医学部（岡山）の専門学部だけの高等学校となった。
そのために当時在学していた497人目生徒のうち，卒業予定の103人を除き，
394人を他の高等中学校への転学などで移籍した。他の高等中学校への転学
は，第一高等中学校114人，第二高等中学校78人，第四高等中学校31人，第五
高等中学校55人，山口高等中学校13人，鹿児島高等中学造出館1人の計292
人，その他は当校新設法学部入学1人，当校新設工学部入学29人，当校にお
いて一年限大学予科として存置44人，旧法学部生徒にして当校新設法学部へ
編入28人の計102人である。専門学部のみとなった新しい第三高等学校の内
訳は法学部77人，工学部98人，大学予科（暫定）44人，合計219人となり，翌
年からは専門学部だけとなり，法学部，工学部，岡山の医学部（岡山）をあ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くロのわせた三学部からなる関西の最高学府となったのである。
　天野郁夫氏の記すところによれば，そもそも，1866（明治19）年の学校令
体系にもとつく高等教育制度については，発足まもない頃から改革が検討さ
れ，また帝国議会においても論議を呼んだ，という。そして，文部大臣に就
任した井上毅によって改革が進められた。井上毅は森有礼文相時代に成立し
た帝国大学一高等中学校を基軸とする高等教育の体制をかなり急激に変革し
ようといする構想をもっていた。その基本課題を，来るべき日本の資本主義
的発展に対する高等教育体制の適応力の回復におき，結果として，森時代に
形式的秩序性において成立していた高等教育体制をその既成の体系を利用し
つつ変革していくことに求めた。このことから，井上毅の高等教育改革はつ
ぎのようなものであった。第一に，「普通教育」的内容は尋常中学校段階まで
に限り，それ以上の段階を，すべてより実学的な専門教育だけとすること。
第二に，そのため高等中学校は大学予備教育的機能を排して専門教育機能の
みを果すものとし，さらに将来地方に増設して，専科カレッジ，専科大学に
することを考えるべきこと。第三に，旧来の帝国大学は，大学院を中心とし
た学術研究機関に再編し，進学系統・学校体系から外すこと。この大学院は
東西二京に設置することが望ましく，専科大学群とこの大学院（「大学本校」
ともいった）との問には，卒業資格の認定活動などを通じて弾力的な連絡関
係を作り上げ，高等専門教育を中心とした高等教育機関群が全国的に設けら
れるべきこと，とした。高等学校令による改革は，その構想にもとつくもの
　　　　　　くのである，という。
　この専門学部は，しかし，定着しなかった。その理由について天野郁夫氏
はつぎのように記している。文部当局自身が認めるように「医学部二於テハ
入学志願出歯クシテ（中略）満員二至ラ」ず，法学部ノ場合も「実員ハ未タ
［定員］ノ三分ノーニモ足ラ」ないという，意外なほどの不振を続けた。そ
の理由は，中等段階以下の教育体制が未整備のもとで官立の高等教育機関は
依然として安定した入学老の供給源をもち得なかったのである。しかし，井
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上扇の「高等学校」構想は日清戦後の急速な工業化の進展という有利な条件
の出現にもかかわらず，結局挫折に終ったことは，不振の原因が専門学部の
性格自体に内在的なものである。第一に，準大学的性格が期待されたにもか
かわらず，現実には官僚任用上の第三高等学校法学部の位置づけに典型的に
みられるように，帝国大学卒業者に与えられる特権の一部を与えられたに過
ぎなかった。この時期の青年たちが高等教育に期待したものが，なによりも
社会的上昇移動に必要な特権の取得であるとすれば，帝国大学につながる予
科に殺到するのは何等不思議ではない。第二に，準大学として帝国大学を範
に編成された専門学部の教育課程は，その設立目的である実務的人材の養成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのに必要な実践性という点で必ずしも十分ではなかった。
　1897（明治30）年に第二帝国大学が京都に設置された。また同年に第三高
等学校に大学予科が設置された。ここに帝国大学を高等教育の中核とする高
等教育体制が明確となった。高等学校は専門部を廃止し，大学予科に純化し
ていく。
　（3）山口高等学校の入学者
　ところで，山口高等学校は当初より大学予科のみの高等学校であり，高等
学校の専門教育重視という方向転換にもかかわらず，その点での問題はな
かった。しかし，この山口高等学校は，当時，大きな困難な問題を抱えてい
た。
　その一つは財政問題である。ここは国費ではなく，その成立の事情から財
政的には私立防長教育会の寄付金で賄われた。経費そのものが年々増大し
て，財政問題はすでに重要な問題となっていた。しかし，このように国費思
弁でないということから運営上では特典を与えられていた。それは山口県立
尋常中学校卒業生の優先入学というものである。この特典がなくなるという
ことが財政問題と重なるもう一つの大きな問題であった。
　山口県立尋常中学校卒業生の優先入学という特典によって，山口高等学校
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の生徒は山口県出身者が圧倒的であった。！895（明治28）年から1905（明治
38年）までの山口高等学校の各面の生徒数とそのうちの山口県本籍者をみる
と，1895（明治28）年158人・うち92人（58．2％），1896年200人・うち113人
（56．5％），1897年223人・うち148人（66．4％），1898年244人・うち174人
目71．3％），1899年254人・うち180人（70．9％），1900（明治33）年335人・う
ち198人目59．1％），1901年399人・165人（41．4％），1902年456人・198人
（43．4％），1903年521人・うち143人（27．4％），1904年343人・うち77人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の（22．4％），1905（明治38）年169人・うち28人（！6．6％），となっている。
1900（明治33）年までは過半数が山口県である。
　入学者をみると，1895（明治28）年は志願者200人，入学者56人，入学者の
内訳　無試験入学：山口県尋常中学校卒業者45人・連絡尋常中学校9人，試
験入学：他府県尋常中学校卒業者1人，再入学1人，1896年は志願者105人，
入学老81人，入学者の内訳無試験入学：山口県尋常中学校卒業者53人・他府
県尋常中学校卒業者山口県在籍者5人・連絡尋常中学校7人，試験入学：他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くロの府県尋常中学校卒業者17人などとなっている。入学山中の山口県尋常中学校
卒業無試験入学者の比率はユ895年80．4％，1896年65．4％である。
　ところが，！898（明治31）年以降文部省告示を以て毎年高等学校大学予科
各部の募集人員が指定されて，各校において随意にすることができなくな
り，山口高等学校は従来のように無制限に山口県尋常中学校卒業生を収容で
きなくなっただけでなく，文部省所定の募集人員を突破する勢いとなった。
志願者が募集人員を超過した学科は選抜試験を行うことになっていたから，
山口県尋常中学校卒業生の無試験入学は空文に帰し，本省の通訳もあって校
則を変更しその特例を撤廃した。しかし，1900（明治33）年度までは志願者
が募集人員に充たない学科もあったので，その学科に限り無試験入学が許可
された。さらに1901（明治34）年5月6日文部省は同年度の志願者の取り扱
いについての訓令を発した。それは中学校卒業者の無試験入学の禁止，受験
者の便宜のための委託試験実施を内容とする。山口高等学校の入学志願者は
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360人に達したが，彼等の受験場所は山口177人，第一84人，第三24人，第四
高3人，第五15人，第六13人となった。156人の入学許可者は全国から蝟集し
　　　　　くロのた者となった。
　さらに1902（明治35）年4月高等学校予科入学試験規程を定め，いわゆる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くしの総合試験制度を導入した。これによって全国一律の選抜方式となった。
　年々の入学者は，1901（明治34）年度は入学者156人，出身校別内訳山口県
尋常中学校57人・その比率36．5％，他府県99人，1902（明治35）年度入学者
170人，出身校別内訳山口県尋常中学校16人・その比率9．4％，其他154人と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのなって，山口県中学校出身者は少なくなっている。
　前節で検討した1903（明治36）年度の全国高等学校府県別学校別入学状況
はこの山口県にとっての山口高等学校の存在の意義を大きく減殺せしめてい
ることを示すものといえよう。
　1903年は入学者179人で，入学老のうち山口県中学校からの入学者は山口
中学10人，徳山中学4人，岩国中学校6人，萩中学校3人，豊浦中学校ゼロ
で，合計23人，全入学者中の12．8％である。他方，山口県立中学校から山口
高等学校以外の高等学校への受験者は18人で，入学者は，第三1人（豊浦中
学），第五2人（山口中学，萩中自註1），第七造銀面2人（山口中学，萩中
学校各1）の5人という少数である。
　第3表によると，第一のほかは地元府県の占める数ば第六が岡山32人，そ
の占有率20．5％を最大として，第二宮城31人・！6．4％，第五熊本32人・
13．9％，第三京都25人・13．4％，第四石川22人・12．3％，第七鹿児島20人・
11．1％で，第四，第七は実数，比率ともに山口より小さい。その限りでは山
口のそれはことさら小さいというものではない。また，同じく第3表によれ
ば，高等学校所在府県のうち，東京，京都，それに岡山は地元所在高等学校
以外の高等学校への入学も多い，あるいは少なくないが，それ以外は宮城は
7人，石川は5人，熊本は6人，鹿児島は5人というように山口の5人と大
差はない。その限りでは山口がことに小さいというわけではない。他府県所
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在高等学校への入学はもともと小さいとはいえ，しかし，1895（明治28）直
入学者56人中無試験入学山口県尋常中学校卒業者45人・その比率80．4％，
1896年入学者81人中無試験入学山口県尋常中学校卒業老53人・65．4％，そし
て1901年度でさえ入学者156人中山口県尋常中学校57人・36．5％と比較する
と，山口県中学校出身者の山口高等学校への入学は急凋落したということが
できる。
　先に各高等学校の合格老の成績をみた。山口は最高点・最低点・平均点の
いずれにおいても第七造士館とともに最も低い点数であった。確かに第一な
どと比較するとかなり低い得点で入学できる。しかしそれは易しいというこ
とではなく，相対的に容易であるというに過ぎない。ましてや従前は無試験
であった山口県立中学校卒業生にとっては難関となったというべきである。
　（4）山口高等学校への転換
　以上のように　試験制度の改革によって山口高等学校にも全国の俊才が馳
せ参ずるということになったが，そのことは山口高等学校の存置についての
問題を投げかけることとなった。
　優先入学制度がなくなって，県下の子弟の入学が保証されなくなること
は，経費を負担する防長教育会にとっては大きい問題である。すでに経費そ
のものは年々増大して，財政問題は重要な問題となっていた。防長教育会は
1899（明治32）年に文部省と国庫補助の交渉を行なったが，その結果，入学
の定員350人を500人に改めて大学予科拡張に資することとして，翌1900年度
の歳出予算科目中に政府支出金の一覧が設けられて8，909円が計上された。
第14帝国議会を通過した。
　このようにして経費の国庫補助は実現したが，その影響は大きかった。そ
れは学校運営面では商議委員制度の廃止と学事に関するものでは先にみた入
学試験に関する特典の根本的喪失である。この商議委員制度とは，防長教育
会会員中より選出された商議委員による運営という，運営に関する特権を有
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するというものであるが，国庫補助がある以上その存続は妥当ではなくなっ
て，改訂管理約款にはその制度は削除されたが，それにより，防長教育会の
支配的地位は大いに減殺された。大きな犠牲を払っての国庫補助であるが，
補助金額は教官俸給相当額，1万数千円を以て限度とし，実際は国庫補助の
名目である生徒定員の増加に要する経費を賄うに過ぎなかった。それに加え
て，将来の校舎の修繕，改築などの多大の出費が見込まれた。このような状
況であったから，むしろ毎年の経費として金若干定額2万5千円を寄附する
にとどめ，爾余は全部国庫の支弁にまつことを希望し，防長教育会は山口高
等学校の本校の国庫移管を文部省に出願することを決定した。防長教育会・
山口高等学校は文部省との問でこの件の折衝が行われるが，文部省は山口高
等学校のままでの移管は不可能ということであった。結局はこれを高等商業
学校とするという文部省の提案を受け入れた。ここに山口高等学校は廃止と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　なり，山口高等商業学校が設立されたのである。
5　むすび
　小論で紹介した，山口大学経済学部に残されているr自明治三十六年一月
至明治四十二年五月　文部省達通牒等綴　山口高等学校』中に綴り込まれて
いる「明治三十六年各高等学校予科入学試験出願者中入学田及不入学者ノ出
身中学　三十六年十一月二日売立五二八号ノ別表」なる一表からは，山口高
等学校にも東京はじめ全国各地から俊才が集まっていることが示されてい
る。従来は山口県中学校の生徒が大きなウェイトを占めていたものが，いま
や容易に入学できなくなった。みずから財政負担をして高等学校を維持する
利点は小さくなった。高等学校のままでの国費支弁への転換の要望は受け入
れられず，文部省の高等商業学校への転換案を受け入れざるを得なくなる。
まさしく旧々山口高等学校が進退窮まれるという状況をここに見て取ること
ができるのである。
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　当初の高等中学校から構想され，！894（明治27）年の「高等学校令」によ
りいっそう明確になった高等学校の専門教育の重視と準大学化路線は，専門
教育がその成果を十分にあげ得ないままに，1897（明治30）年の第二帝国大
学（京都）の設置に示される帝国大学増設，1903（明治36）年の「専門学校
令」などによる専門学校・実業専門学校の設置ということによって消滅して
いく。1894（明治27）年に予科を廃止し，法学部・工学部，そして医学部
（岡山）の3学部からなるものとなった第三高等学校の1897年の予科設置，
1900年の大学予科に純化した高等学校として最初の増設校第六高等学校の設
置，その翌年の第七高等学校造恥曝の設置と高等学校医学部の分離独立によ
る医学専門学校の設置，その他の専門学部の廃止（1901年第三高等学校法学
部・工学部），あるいは分離独立（1906年第五高等学校工学部を分離・熊本
高等工業学校設置），という高等学校の予科への純化が進んだ。他方では，
「専門学校令」，「実業学校令改正」による専門学校・実業専門学校が設置さ
　　　　　　　　　　　　くユのれ，専門学校群が形成される。かくして高等学校予科→帝国大学と専門学校
という二つの系統からなる高等教育制度が確立した。
　このようなわが国における近代高等教育制度の確立にこの山口高等学校の
顛末を位置づけてみよう。山口高等学校の高等商業学校への転換は折からの
実業専門学校の設置という時代の要求への対応ということができる。しか
し，この時期は，第二帝国大学が設置され，また，高等学校進学希望者が増
加して，高等学校の増設期に入っている。このようなときに，国費支弁によ
る高等学校の存続という当事者の強い要望にもかかわらず高等商業学校への
転換ということによって廃止となった山口高等学校の軌跡からは，防長教育
会の経費負担によるゼロ番スクールとして特別に設置され発足した山口高等
中学校を起源とする山口高等学校を廃止するという文部省当局の方針を見て
取ることができるように思われる。山口と同じくゼロ番スクールとして設置
され，高等中学校のままでいったん廃止したうえで，後に高等学校として復
活した鹿児島高等中学校造土館一第七高等学校造士館というケースとあわせ
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て考えてみると，文部省当局には，山口，鹿児島という両県に特別に設置し
た高等中学校・高等学校の廃止は近代高等教育制度の確立において不可避で
あるという認識があったと思われる。
?
（1）　r日本帝国文部省第三十一年報』　文部大臣官房文書課　1905年　89ページ。
（2）　r日本帝国文部省第三十一年報』90ページ。
（3）　r山口高等商業学校沿革史』山口高等商業学校編集・発行　1935年　409～410ペー
　ジ。
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r山口高等商業学校沿革史』411ページ。
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r学制百年史　資料編』の年表による。
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附表　　「明治三十六年各高等学校予科入学試験出願者中入学者及不入学者ノ出身中学」原表
第一高等学校 第二高等学校 第三高等学校 第四高等学校 第五高等学校 第六高等学校 第七高等学校｢　土　館山ロ高等学校 合　　　　計
志　入　不
@　入門　学　　学
ﾒ　者　者
志　入　不
ﾔ学塗者　者　者
志　入　不
闃w拳者　者　者
志　入　不
@　入願　学　　学
ﾒ　者　者
志　入　不
闃w拳者　者　者
志　入　不
闃w拳者　者　者
志　入　不
闃w塗者　者　者
志　入　不
闃w全者　者　者
志　入　不
@　入歯　学　　学
ﾒ　者　者
学習院中学科 2　　0　　2 2　　0　　2
官立 高等師範学校香@属　中　学　校 33　21　124　　2　　2 3　　3　　01　1　04　　4　　0 3　　3　　0 3　　3　　0 5　　5　　056　42　14
庁立 札　幌　中　学　校 8　3　56　　1　　5 2　1　1 2　　2　　0 2　　1　　120　8　12???
?
函　館　中　学　校 1　0　14　　2　　2 1　　0　　1 6　　2　　4
府立 第　一　中　学　校 45　23　224　　4　　0 8　　5　　3 3　　3　　0 7　　5　　2 3　　1　　2 3　　3　　0了 　4　　3 80　48　32
同 第　四　中　学　校 22　　3　195　　1　　4 4　　3　　1 2　　1　　1 2　　1　　1 5　　4　　1 5　　4　　145　17　28
私立 開　成　中　学　校 38　15　2312　4　87　2　53　2　　14　　4　　0 6　5　　15　　3　　24　4　079　39　40
?
明治義会中学校 16　2　143　　2　　1．3　　0　　33　1　23　2　　15　5　04　　3　　1 3　　3　　040　18　22
?
正　則　中　学　校 24　5　193　　1　　2 2　　1　　1 2　　2　　0 1　　0　　1 4　　4　　0 2　　0　　238　13　25
?
錦　城　中　学　校 20　7　1311　　1　1012　　3　　9 4　　2　　2 1　　1　　07 　2　　5 2　　1　　1 6　　4　　263　21　42
???????????????
? 攻出社中学校 13　0　13　　0　　3 1　　1　　0 3　　0　　3 3　　1　　2 2　　0　　2 25　2　23
?
中　学　郁　文　館 42　　8　349　　6　　3 5　　0　　5 8　　4　　4　　3　　1 3　　1　　2 5　　3　　2 10　　6　　48 31　55
?
日　本　中　学　校 23　　6　179　　1　　8 4　　0　　43　1　24　2　24　3　1 4　3　17　　1　　658　17　41
同』商 工　中　学　校 13　　3　105　　3　　2 1　　1　　0 2　　2　　0 1　1　0 22　10　12
?
順　天　中　学　校 33　　9　245　　3　　2 5　　1　　4 7　　5　　2 6　　2　　4 5　　3　　2 3　　2　　17 5了1　27　44
?
東　京　中　学　校 42　3　396　　2　　4 8　　1　　71　　1　　0 5　　2　　3 5　　1　　4 5　　3　　2 10　　3　　782 16　66
???
???
?
独逸学協会学校部 16　10　　610　　9　　1 7　　3　　46　4　211　10　13　1　2 8　6　22　　2　　063　45　18
?
麻　布　中　学　校 18　　3　　5 3　　2　　11　　0　　1 5　　3　　2 2　　1　　1 3　　2　　12　　2　　0 2　　1　　136　14　22
?
成城学校中学科 6　　0　　6 3　　0　　31　0　1 1　　0　　1 2　　1　　113　　1　12
?
京　華　中　学　校 16　．9　　7 6　　2　　42　　1　19　　6　　3 3　　2　　1 3　　2　　14　　3　　1 5　　2　　648　27　21
?
立教学院立教中学校 13　　2　11　　1　　0 1　　0　　1 2　　1　　1 1　　1　　0 2　　1　　11　1　021　7　14
?
大　成　中　学　校 26　　5　213　　1　　2 1　　1　　05　　4　　1 2　　2　　0 3　　1　　2 2　　1　　19 　3　　651　18　33
元神田中学校 43　　3　4011　　2　　99　2　78　　1　　7 8　　2　　6 9　　3　　67　3　48　　3　　5103　19　84
?
京　北　中　学　校 19　　8　11 18　　8　106　　1　　5 7　　4　　3 3　　1　　2 8　　5　　3 4　　2　　2 4　　2　　269 31　38
?
日比谷中学校 14　　0　14　　0　　4 8　　1　　73　　0　　3 7　　3　　4 1　　0　　1 7　　3　　4 1　　1　　045　　8　37
?
暁　星　中　学　校 2　2　0 1　1　0 3　3　0
元青山学院中学校 1　0　1 1　0　　1
府立 第　一　中　学　校 6　3　31　0　　160　16　448　　2　　6 7　　4　　3 5　　2　　33　3　09　　5　　499　35　64????
?
第　二　中　学　校 22　　9　131　　0　　1 1　　0　　1 1　1　01　　1　　026　11　15
私立 元同志社中学校 1　　1　　0 1　1　0
府立 堺　　中　学　校 3　　1　2 6　　2　　4 1　　0　　1 3　　1　　2 2　　0　　2　1　117　5　12
?
八　尾　中　学　校 1　0　1 8　　1　　7 1　　0　　1 1　　1　　0 1　　1　　012　4　8??????
?
北　野　中　学　校 3　　1　　2 25　　2　231　　0　　1 3　　1　　2 2　　0　　2 2　　0　　22　0　238　4　34
?
茨　木　中　学　校 3　　3　　0 1　　0　　1 2　0　2 1　1　0 7　4　3
?
岸和田．中学校 3　　2　　1 1　1　0 1　1　0 1　　1　　0 6　　5　　1
????????????????????
???
? 天王寺中学校 7 2　5 1 o 1 9 3 6 3 2 1 1 0　　1 4 2 2 5 2 3 4 3 1 34　15　19
私立 桃　山　中　学　校 1 0 1 1 0 1 2　0　2
神奈川 県立 第　一　中　学　校 3 1　　2 2 2 0 2 1 1 7　4　3
県立 姫　路　中　学　校 6 3 3 1 1　　0 1 1 o 2 2 0 10　7　3
? 柏　原　中　学　校 2 1 1 1 1 0 3　　2　　1
兵 ? 神　戸　中　学　校 2 1　　1 9 2 7 1 1 0 2 2 0 2 2 0 16　8　8
? 竜　野　中　学　校 5 4 1 1 1 0 1 0 1 2 1 1 2 2 011　7　4
庫
? 豊　岡　中　学　校 1 1　　0 5 1 4 1 0　　1 1 1 0 1 10 1 1 0 10　　5　　5
? 洲　本　中　学　校 6 3 3 1 1　　0 1 1 0 1 1 0 8　5　3
私立 中学風鳴義塾 1 G　1 2 1 1 1 1　0 2 o 2 21 1 2 2 09　5　4
長
県立 長　崎　中　学　校 3 1　　2 2 1 1 2 2 0 16 7　　9 4 1 3 1 0 1 28　12　16
? 中学玖島学館 1 1 0 2 0 2 5 0　　5 2 1 1 1 1 0 11　3　8
崎 ? 中　学　猶　興　館 2 玉　　1 2 1 1 2 1 1 6　　3　　3
県立 新　潟　中　学　校 10 4　　6 4 1 3 1 0 1 9 6 3 32　　1 1 0 1 4 3 1 3 3 o35　19　16
新
? 長　岡　中　学　校 6 2　4 6 2 4 2 0 2 7 6 1 2 1　　1 2 2 0 3 2 1 2 1 1 30　16　14
? 高　田　中　学　校 8 2　　6 3 2 1 2 1 1 12 4 8 1 1 0 1 1 0 27　11　16
潟 ? 佐　渡　中　学　校 2 2 0 2　　2　　0
? 新発田中学校 3 1　2 6 2 4 2 1 1 1 o 1 12　4　8
県立 浦　和　中　学　校 7 3　　4 1 1 0 1 1 0 9　　5　　4
??
????
?
熊　谷　中　学　校 6　　2　　4 l　　l　　O 1　　0　　1 2　　2　　0 1　1　0 11　　6　　5
?
川　越　中　学　校 2　　1　1 2　　1　　1 4　　2　　2
??????
?
粕　壁　中　学　校 1　「0　11　　0　　1 1　　0　　1 3　　0　　3
私立 埼　玉　中　学　校 3　　0　　3 1　0　1 4　　1　　3
県立 太　田　中　学　校 1　　1　　0 7　　5　　2 2　　2　　0 1　　0　　1 3　　1　　2 1　　0　　115　　9　　6
?
高　崎　中　学　校 2　　0　　2 2　　1　　1 4　1　3
?
前　橋　中　学　校 6　　1　510　　7　　3 4　　2　　21　　0　　1 5　　2　　3 2　　3　　028　14　14
?????????
?
富　岡　中　学　校 2　　0　　2 1　　1　　01　0　12　　1　1 6　　2　　4
?
藤　岡　中　学　校 3　　2　　1 1　　1　　0 4　3　1
?
安　中　中　学　校 2　0　2 1　　0　　1 3　0　3
県立 千　葉　中　学　校 11　　5　　6 4　　0　　41　　0　　1 2　　0　　2 3　　1　　2 1　0　13　　3　　025　　9　16???
?
佐　倉　中　学　校 2　0　2 2　　0　　2
県立 土　浦　中　学　校 4　　0　　4 1　　1　　0 1　　0　　1 6　1　5????
?
水　戸　中　学　校 6　　0　　6 1　　0　　1 2　　0　　2 2　　1　1 1　1　012　2　10
?
下　妻　中　学　校 5　1　43　　1　2 1　1　01　　1　　0 10　　4　　6
県立 字都宮中学校 5　　0　　5 4　　4　　0 4　　3　　1 1　　1　　0 1　　1　　0 15　　9　　6????
?
栃　木　中　学　校 5　　2　　3 1　　1　　0 2　　1　　1 1　　0　　1 9　　4　　5
私立 下　野　中　学　校 2　　1　　1 1　　0　　1 3　1　2
県立 郡　山　中　学　校 3　0　3 12　4　83　0　3 2　2　0 3　2　123　8　15
???????????》????????
???
?
畝　條　中　学　校 9　　4　　5 2　　1　　1 11　　5　　6???
?
五　條　中　学　校 1　0　1 4　　2　　2 2　2　02　　2　　01　1　0 10　　7　　3
県立 第　一　中　学　校 3　　0　　3 10　　2　　8 4　　0　　4 2　　0　　2 1　1　020　3　17???
?
第　四　中　学　校 2　0　2 2　　2　　0 4　　2　　2
県立 第　一　中　学　校 14　6　81　1　018　8　107　　4　　3 5　　3　　23　3　0 5　5　05　　5　　058　35　23
?
第　二　中　学　校 5　　2　　3 1　　0　　1 2　　0　　21　1　0 1　1　0 10　4　6
??????
?
第　四　中　学　校 4　1　32　0　22　0　2 2　2　0 2　　1　　11　1　0 1　1　014　　6　　8
私立 明　倫　中　学　校 1　0　1 1　　0　　1
県立 静　岡　中　学　校 12　2　103　　0　　3 2　　0　　2　2　03　　2　　14　3　12　　1　14　　2　　232　12　20
?
浜　松　中　学　校 9　　2　　7 2　　2　　03　1　22　　1　　1 2　　2　　0 1　　0　　1 3　　2　　122　10　12
??????
?
韮　山　中　学　校 2　1　11　　0　　1 1　1　0 4　　1　31　　1　　01　1　010　　5　　5
郡立 加茂中学豆陽学校 3　　1　2 1　0　　1 4　1　3
山　梨 県立 第　一　中　学　校 7　　2　　5 6　3　31　　1　　0 1　0　12　　0　　21　1　01　　1　　019　8　11
県立 第　一　中　学　校 5　　0　　5 13　6　7 1　0　12　　1　　1 2　　2　　023　　9　14???
?
第　二　中　学　校 13　　7　　6 1　1　01　　1　　Q 15　　9　　6
県立 岐　阜　中　学　校 1　0　11　　1　　0 9　　6　　3 3　　2　　13　3　0 3　2　11　　1　　02　　1　123　16　7
?
東．濃　中　学　校 1　　0　　1 1　1　0 1　0　13　　1　　2
??????
?
斐　太　中　学　校 3　G　3 1　0　　12　1　1 6　　1　　5
?
大　垣　中　学　校 6　2　4 9　　2　　7 4　　3　　1 2　　1　　1 3　　2　　1 3　　2　　127　12　15
???
???
県立 松　本　中　学　校 7　　5　　2 4　　4　　03　0　32　　1　13　　1　　2 1　　1　　0 20　12　　8
?
上　田　中　学　校 5　　3　　2 1　　1　　0 1　　1　　0 1　　0　　1 8　　5　　3??????
?
長　野　中　学　校 2　　0　　2 3　　3　　01　　0　　1 5　　5　　0 1　　1　　0 3　　3　　0 1　　1　　016　13　3
?
飯　田　中　学　校 2　　0　　2 2　　2　　0 1　　1　　0 5　　3　　2
?
諏　訪　中　学　校 3　　3　　0 3　　3　　0
県立 第　一　中　学　校 2　　0　　247　15　32 1　　0　　1 2　1　1 2　1　154　17　37
?
第　二　中　学　校 3　1　234　　7　271　　0　　1 1　　1　　02　　1　11　1　0 42　11　31??????
同 第　三　中　学　校 10　　5　　5 10　　5　　5
?
第　四　中　学　校 8　　0　　8 1　　0　　1 1　　1　　0 10　　1　9
私立 東　北　中　学　校 1　0　　115　4　11 1　0　　1 17　4　13
県立 安　積　中　学　校 7　　3　　4 13　　4　　91　　0　　1 1　　1　　03　　2　　1 2　　1　13　　2　　130　13　17
同 盤　城　中　学　校 3　　0　　3 5　　1　　4 2　　1　　1 10　　2　　8??????
?
会　津　中　学　校 8　4　47　　5　　2 1　　0　　1 1　　0　　1 I　　l　　O1　1　0 1　1　020　12　8
?
相　馬　中　学　校 5　　3　　2 3　　3　　0 1　　0　　1 1　1　0 10　7　3
?
福　島　中　学　校 8　　3　　5 2　2　0 2　0　2 1　1　0 13　　6　　7
県立 盛　岡　中　学　校 10　　1　　9 12　　4　　8 1　　0　　1 1　　1　　0 1　　0　　1 2　　2　　0 1　　1　　028　　9　19???
?
一　関　中　学　校 8　　2　　6 1　　0　　1 9　　2　　7
県立 第　一　中　学　校 3　0　313　6　71　0　12　　0　　22　0　21　　1　　0 1　　0　　1 23　　7　16???
?
第　二　中　学　校 4　　1　3 1　1　0 5　　2　　3
???????????》????????
???
市立 弘前中学東奥義塾 2　0　22　　0　　2 2　0　2 6　　0　　6
県立 山　形　中　学　校 3　　1　　220　6　14　　0　　41　0　1 1　1　02　　1　　1 1　1　032　10　22???
?
米　沢　中　学　校 2　　1　　117　5　12 1　0　1 2　2　0 1　1　0 23　9　14
?
庄　内　中　学　校 4　3　110　7　35　4　　16　3　31　　1　　02　　1　11　　1　　0 3　　0　　332　20　12
秋　田 県立 秋　田　中　学　校 15　1　1410　　2　　82　　0　　23　2　1 1　1　03　2　　1 2　　0　　236　8　28
県立 福　井　中　学　校 2　0　2 2　　0　　218　　5　13 1　　0　　1 3　　1　22　　1　　128　7　21???
?
小　浜　中　学　校 1　1　0 1　0　11　1　0 1　1　0 4　　3　　1
?
武　生　中　学　校 2　　0　　2 1　　0　　1 3　　1　　2正0　3　71　　0　　1 1　　0　　118　　4　14
県立 第　一　中　学　校 2　　1　　1 2　　1　　136　13　23 1　1　0 1　1　01　　0　　143　17　26???
?
第　二　中　学　校 23　8　15 23　　8　15
同 第　三　中　学　校 1　1　0 2　1　1 3　　2　　1
県立 富　山　中　学　校 1　　0　　1 1　0　　13　　1　222　9　13 27　10　17???
?
高　岡　中　学　校 2　　2　　0 10　2　8 1　1　0 13　　5　　8
?
魚　津　中　学　校 3　　3　　0 3　　3　　0
鳥　取 県立 第　一　中　学　校 5　　2　　3 τ　1　6 2　2　02　　2　　01　1　01　1　0 18　　9　　9
県立 第　一　中　学　校 4　　1　31　　1　　0 9　　5　　42　1　15　　3　　2 1　0　14　　4　　026　15　11
?
第　二　中　学　校 2　　0　　2 3　　1　　2 4　　0　　49　　1　8
????
?
第　三　中　学　校 4　G　4 2　　0　　2 1　1　0 1　0　11　　1　　0 9　　2　　7
私立 中　学　修　道　館 1　0　11　0　1 1　0　13　　0　　3
??
?????
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3
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杵　築　中　学　校 1　　0　　1 7　　4　　3 2　　0　　2 10　　4　　6
県立 佐　賀　中ゴ学　校 4　　0　　4 29　16　133　　2　　1 3　　0　　3 8　　3　　547　21　26???
?
唐　津　中　学　校 1　　1　　0 1　　1　　0 7　　5　　2 2　　2　　0 3　　1　　2 2　　1　　116　11　　5
?
鹿　島　中　学　校 3　　1　　2 1　　0　　1 8　　4　　4 2　　1　　12　0　2 3　1　219　7　12
県立 中　学　済　々　畳 7　0　7 5　　1　　4 1　　0　　144　12　322　　0　　2 4　　2　　21　1　064　16　48
同 八　代　中　学　校 1　0　　1 9　　5　　4 2　　0　　2 2　　1　　114　　6　　8
????
?
熊　本　中　学　校 4　　0　　4 32　12　20 3　　1　　2 39　13　26
?
鹿　本　中　学　校 7　　3　　4 7　　3　　4
宮　崎 県立 宮　崎　中　学　校 1　　0　　1 1　　0　・1 2　．1　　1 6　　3　　3 1　　0　　112　　3　　91　　0　　125　　7　18
県立 川　内　中　学　校 1　　0　　1 1　　1　　0 11　　4　　7 13　　5　　8???
? 鹿児島中学校 5　　1　　4 l　　l　　O 2　　1　　1 37　13　24 45　16　29
?
加治木中学校 1　1　0 8　3　5 9　　4　　5
沖　縄 県立 沖　縄　中　学　校 2　　0　　2 1　　0　　1 2　　1　　1 7　　2　　5 12　　3　　9
合　　　　　　計 L175327848490189301 585186399 367179188 467230237 305156149331180151337 791584，㎝1燗2，43
検定試験合格者 7　3　4 7　　3　　4
総　　　　　　計 L重詑340852490189301 585186399 367179188 467230237 305156149331180151337　 79　1584，064L圏z類
本表ノ外二体格検査不合格者並二体格検査欠席者及試験欠席老総数百四十四名
備考　入学者中第二以下入学志望学校二入学ヲ許可セラレタル者ハ其学校ノ入学者中こ加へ又不入学者ハ受験学校如何ヲ問ハス入
　　　学志望学校ノ順序二基キ其第一志望学校ノ不入学者トナシタリ
註1）原表には検定試験合格者を加えた総計欄はなく，本表の合計が総計となっているが，本表ではこれを合計とし，総計欄を作
　　成した．
????????
??
